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錬⾦術があってはじめて近代化学が⽣まれてきた 
 
錬⾦術における最⼤の⽬標は賢者の
⽯を作り出すことだった。賢者の⽯は
卑⾦属を⾦などの貴⾦属に変え、⼈間
を不⽼不死にすることができる究極
の物質と考えられた。 
 
賢者の⽯は錬⾦術の究極の⽬的を達
成するためのシンボル的存在であっ
た。錬⾦術の究極の⽬的は「魂の浄化」
である。魂の浄化と、不完全なものを
完全なるものへと変貌させるという
ことである。不完全なものが卑⾦属で
あるならばこれをより完全な貴⾦属
である⾦に変えるということであり、
病気が不完全なものであるならば健
康が完全なもの、死が不完全なもので
あるならば永遠の⽣命は完全なるも
のということである。 
 
錬⾦術の発祥の地はエジプトであると考 
えられているが、ギリシャに⾄ったとき
にアリストテレスの四元素説（⼟、⽔、空
気、⽕が万物の基本元素）に⼤きな影響
を受けた。その後、ギリシャからイスラ
ム、イスラムからヨーロッパへとその活
動中⼼は移り、1600 年代の中ごろまで
「魂の浄化」の試みは続くことになる。 
 
イスラムのジャービルは、硝酸の調整⽅法や、銅化合物が炎を⻘⾊や緑⾊に変える炎⾊反応
の発⾒、ガラスを作る際の⼆酸化マンガンの使⽤法についても記録を残している。また、鉄
をサビから守るニスを作ったりもした。シャービルは著書の中で、溶解、昇華、還元という
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化学の基本を詳細に記述している。近代化学の芽⽣えである。 
 
イスラムの⾼名な医学者であ
るアル・ラージーは、その考
え⽅はまだアリストテレスの
四元素説（⼟、⽔、空気、⽕
が万物の基本元素）を基本と
していたが、錬⾦術で⽤いら
れる物質の分類表を描いて、
後の錬⾦術師たちに⼤きな影
響を与えた。まず、動物、植
物、鉱物という分類がなされ
ている。鉱物の化学的操作法
には、蒸留、煆焼（揮発性成
分を⾶ばすこと）、溶解、蒸発、
結晶化、昇華、ろ過、アマル
ガム化（⽔銀と他の⾦属の合
⾦化）、蝋化（糊のように融解
可能な固体に変える⽅法）が
あるとした。かれの著作であ
る「秘中の秘」には、実験の
⼿引きなどが書かれている。 
 
アルベルトゥス・マグヌス（1193〜1280）
はドイツのスコラ哲学者にして⾃然科学者
である。その関⼼は、宗教や哲学のみなら
ず、医学や物理学、化学、博物学などのさま
ざまな学問分野に向けられていた。著書「⼩
錬⾦術」は後世の錬⾦術師たちに多⼤な影
響を与えたという。 
 
ロジャー・ベーコン（1214〜1294）はイギリスの哲学者にしてカトリック司祭で、その著
書「⼤著作」を表した。その構成は、第⼀部 学者が注意すべき⼼構え、第⼆部 神学と哲
学、第三部 原典を正確に読むために必要な⾔語研究、第四部 数学、第五部 レンズ光学
の研究、第六部 実験の重要性、となっている。 
 



時は経ち、1317 年にローマ教皇ヨハネス 22 世が錬⾦術禁⽌の布告を発令、1380 年にフラ
ンスのシャルル５世があらゆる錬⾦術研究を禁⽌し、1404 年にはイングランドのヘンリー
４世が錬⾦術師を重罪に処す法律を定めた。そして、15 世紀からはヨーロッパ全⼟に異端
審問と魔⼥狩り裁判の嵐が吹き荒れることとなる。 
 
アダムとイブが知恵のリンゴの実を⾷べて楽園を追われたことから、キリスト教にとって
は知恵をつけることは堕落の始まりだった。カトリック教会が錬⾦術を異端視した理由は
ここにある。しかし、国王までが錬⾦術を禁じるとなると、カトリック教会と国王の双⽅と
もが、国⺠が知恵を付け、体制を脅かすことを恐れたとみるべきだろう。 
 
さらに時は下り、万有引⼒の法則で知られるアイザック・ニュートン（1642〜1727）が登
場する。ニュートンは現代科学の⽗と称されている。そのニュートンが晩年に精⼒的に取り
組んだのが「錬⾦術」である。実際に、卑⾦属を貴⾦属に変換しようと試みていた。経済学
者のケインズはニュートンの遺稿を競売で競り落とした。その遺稿を熟読したケインズは、
「ニュートンは理性の時代の最初の⼈物ではなく、最後の錬⾦術師であった」と評した。 
 
最後の錬⾦術師であるニュートンが倒れ、その後に近代科学が始まったわけではない。ニュ
ートン以降の科学が、ことさらに近代科学と⾔われるのは、合理主義に⽴脚しているに他な
らない。このことは、アリストテレスからニュートンまでの⾮常に⻑きにわたり蓄積されて
きた知識、そしてその知識を結び付け知恵への昇華が可能となった結果、やっと科学の分野
において合理的な考え⽅ができるようになったと考えるべきである。知識と知恵が爆発的
に増加する特異点にニュートンがいたということである。 
 
経験の学問である化学においても事情は同じである。１⾴⽬の図にあるように、1600 年代
の中頃より合理的な思考が⼊り込みその歩みが速まっている。ここに⾏きつくまでには多
くの失敗があったことは想像に難くない。なにしろ錬⾦術の中⼼課題が卑⾦属を貴⾦属に
変える、あるいは賢者の⽯を作ることであり、結局はそれらのことには成功していないのだ
から。 
 
しかしながら、その過程において多くの化学に関する知⾒が得られたことは確かである。書
籍「錬⾦術の歴史 ―近代化学の起源―」の索引中に⾒られる化学に関する項⽬は⾮常に多
い。このことは、⼀⾔で錬⾦術時代と⾔われていた、化学的には暗⿊時代と思われる時代に
あっても、化学は着実な歩みを進めていたということである。今、私たちは錬⾦術時代の先
⼈たちの⼤きな恩恵を受けているということである。 
 
 



（参考） 
現代の「⾦をつくる技術」 理論上、核分裂によって⾦をつくることができる。原⼦量 198
の⽔銀に原⼦量 8 のベリリウムを加速器でぶつけると、原⼦量 206 のポロニウム、陽⼦を
ひとつ放出して原⼦量 205 のビスマス、2 度 α 崩壊して原⼦量 197 の⾦となる。この⾦は
安定同位体であり、⾃然界に存在する⾦と同じものが得られる。もっとも、⻑い年⽉と膨⼤
なエネルギーが必要なため採算が合わない。 
 

⽬次 
第１章 すべてに通じる錬⾦術の物語（卑⾦属を貴⾦属
に変えることだけが、その使命ではない錬⾦術とは何
か？；“神の御業”の起源は古代エジプトにまでさかのぼる
錬⾦術の歴史 ほか） 
第２章 誕⽣期の錬⾦術師たち（神であり⼈である伝説
の存在 ヘルメス・トリスメギストス；錬⾦術の奥義が記
された新緑の板 聖典エメラルド・タブレット ほか） 
第３章 勃興期の錬⾦術師たち（科学として錬⾦術に向
き合った哲学者 アルベルトゥス・マグヌス；１４年間も
の監禁⽣活を送った苦難の⼤科学者 反⾻の⼈ロジャ
ー・ベーコン ほか） 

第４章 混迷期の錬⾦術師たち（錬⾦術と同じものを⽬指したルネサンス知識⼈ レオナ
ルド・ダ・ヴィンチ；薔薇⼗字団の後継組織と称される、国際的秘密結社 フリーメイスン
と錬⾦術の密なる関係 ほか） 
 
内容紹介ʻAmazon) 
賢者の⽯、エリクサー、ホムンクルス……。 
これら映画、アニメ、ゲームですっかりおなじみの錬⾦術。その歴史を遡ると、現代科学や
医療のルーツになっていることが少なくない。 
本書は、錬⾦術を読み解く基礎知識に加え、古代から近現代まで実在した錬⾦術師たちの横
顔とエピソードをリアルなイラストを交え紹介。 
●⻩⾦⽣成から不⽼不死、そして宇宙の創造――賢者の⽯ 
●錬⾦術のもうひとつの秘術、⼈造⼈間とは?――ホムンクルス 
●カバラの秘儀によってつくられる、命ある⼟⼈形――ゴーレム 
●神であり⼈である伝説の存在―ヘルメス・トリスメギストス 
●賢者の⽯の⽣成に成功し、永遠の命を得る――ニコラ・フラメル 
●⾮科学的な研究に熱中した、「近代科学の⽗」――アイザック・ニュートン 
など、中世ヨーロッパで⼀世を⾵靡し、神の業と呼ばれた驚異の術の秘密に迫る! 



⽬次 
ギリシアの錬⾦術師 
中国の錬⾦術 
錬⾦術⽤器具 
イスラムの錬⾦術 
初期の⻄洋錬⾦術 
記号・象徴・秘語 
パラケルスス 
イギリスの錬⾦術師 
スコットランドの錬⾦術師 
２⼈のフランスの錬⾦術師―フラメルとザシェール 
ヘルヴェティウス、プライス、セムラー 

 
内容（「BOOK」データベースより） 
近代以前の化学の世界。錬⾦術は神秘的・魔術的と思われている。しかし、化学を⽣み出し
たのは錬⾦術であった。本書は錬⾦術を化学史、また広く⼈類史の中に位置づけ、錬⾦術の
研究によって獲得されてきた科学的知識の蓄積と発展をあわせて描く。“化学”と“神秘”、錬
⾦術のこの⼆⾯性を、その基礎にある哲学的概念を含め解説。写真や線画も多数収められて
いる。 

 



 

 



 

 


